
１.オリエンテーション           19：00～19：10 

○前回のワークショップのおさらい 

○本日のプログラム説明 

２.まちづくり計画（たたき台）の内容確認  19：10～19：40 

「赤間地区まちづくり計画（たたき台）」について説明 

○内容確認、修正 

３.具体的活動の優先順位(活動の重み付け)検討 19：40～20：10 

○グループディスカッション 

・将来像を実現するための『具体的活動』について、これから取

り組む優先順位の高い活動について、グループとしての意見を

まとめる。 

・優先順位表に、将来像ごとの具体的活動に順位をつける。 

４.キャッチフレーズの決定         20：１0～20：30 

○各グループで作成したキャッチフレーズについて投票 

5.まとめと今後のスケジュールについて    20：30～21：00 

 

 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（Ｂ） （Ｃ） （Ｄ） （Ｅ） （Ｆ） 
●問題点・課題が見えてきて、すばらしい資

源がたくさんあることもわかりました。あ

りがとうございました。 

●ワークショップ方式を初めて体験し勉強に

なりました。今後はこの方式を活用したい。 

●皆さんの意見が良くわかり、今後赤間が良

くなるように協力したいと思いました。 

●まちづくり計画の仕上げが出来て、キャッ

チフレーズも皆さんの総意で良いものが決

まり、楽しく交流できました。 

●最後はこんなまとめだったのか、これで終

わると具体的形まで見えず中途半端な感じ

も否めないが、行く末を楽しみに見させて

いただこう。楽しかった。地区の方々と話

せたことが以外に一番の収穫だったような

…お世話になりました。 

●沢山の方々の意見を聞くことが出来て勉強

になり、個人レベルでも何が出来るかと考

えさせられました。 

●６ヶ月微力ながらまちづ

くり計画に参加できてよ

かった。皆様の意見を自

分の地区の活性化に役立

てたいと思う。 

●私たちの提案が少しでも

まちづくりに役立てばと

思う。皆様の意見も一緒

のようで、子どもたちの

将来を思う心は同じで

す。 

●大きな問題、身近な問題

を改めて考える時間が持

ててよかったと思う。 

●皆様方の赤間まちづくり

に対する熱意に感じ入り

ました。今後私自身も同

問題に更に意を注ぎたい

と思います。 

●実質的に具体化し、体

制・組織作りが大変で

あると思った。 

●今回のワークショップ

の成果が、今後に生か

されてもらえると良

い。 

●このたたき台を大切に

実行していく事を望

む。 

●終わってほっとしてい

ます。しかしこれから

が大変だろうと思う。 

●多くの活動目標がで

てきました。この中

からまず出来るこ

と、１つ２つを実行

します。 

●赤間地区の今後のま

ちづくりが楽しみで

す。 

●大変有意義な会議に

参加できてよかっ

た。 

●今後の実践に結びつ

くよう努力をしてい

きたい。 

●初回からの積み重ね

で、うつくし（安全・

安心な）赤間地区の

姿が見えてきた。 

●まちづくりの方向性が少し見え

てきました。 

●和気あいあいの中で、十分な意

見を出すことが出来ました。 

●具体的な内容少なく面白みに欠

けるため、段々出席者が少なく

なり、運営面で改善が望まれる。 

●各回発表の後、質問する時間が

なかった。発表だけを聞いても

わからないことが多い。 

●参加者のみなさんの気持ちが実

現するまちになるように、赤間

地区コミュニティが何時までも

民主的に運営されることを願っ

ています。 

●皆さまと知り合えてよかった。

女性がこの会に参加することの

意義をもっと理解してほしい。 
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第６回まちづくりワークショップを開催 

第６回ワークショッププログラム 平成１９年２月２３日（金）午後7時から、宗像市働く女性の

家にて、ワークショップの最後となる「第６回赤間地区まちづく

りワークショップ」を開催しました。 

 

九州産業大学建築学科助教授、日高圭一郎先生の進行のもと、

前回と同じメンバーの５つのグループで、今回は、これまでのワ

ークショップの成果を基に作成した「赤間地区まちづくり計画

（たたき台）」について日高先生より説明を受けました。 

次に、将来像を実現するための『具体的活動』について、これ

から取り組む優先順位の高い活動について、みんなで話し合いな

がら、グループとしての意見をまとめました。また、各班で出さ

れた将来像のキャッチフレーズは、投票により１つに絞りまし

た。最後に、たたき台について再度確認作業を行い、ワークショ

ップによる作業を終了しました。 

 

今後は、このたたき台をもとに、具体的活動についてコミュニ

ティ協議会を中心に検討していく予定です。 

感想にもありますが、今回の参加者のまちづくり意識の高まり

や人的ネットワークの形成にも役に立ったと考えられます。 

 今後ともご協力の程お願いいたします。 

赤間地区まちづくり計画（たたき台）の仕上 

■当日のワークショップの感想 

似顔絵は第１回ワークショップ他己紹介のときに参加者の皆さんが作成したものです。 
今回で全員の方の似顔絵の掲載が終了しました。 

●当日のグループシート作成風景 

Ｂ班 Ｃ班 Ｄ班 Ｆ班 Ｅ班 


